









































































































































































































































































































































































































































　まず使用変数を記す。第 1 に、表 3 の各観点の記述があれば「 1」、なければ「 0」の「観
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図 1 　主成分得点に基づくクラスタ
5 ．3 　態度変数の主成分分析






















































































































次元の得点 次元の inertia に対する寄与率




























































































































11）  1 から 4のグループに属す人数は、各々13、 6 、 9 、 8 である。
12）  1 と 2 のグループに属す人数は、各々35、 1 である。
13） 標本規模に鑑み、結果解釈のためにカテゴリ数を限定した方がよい。そこで、 5段階の順序尺度の態
度変数を「 1， 2」･「 3」･「 4， 5」の 3個のカテゴリ変数に再編し、表 9では各々「低」･「中」
･「高」と記す。また教材に関して、授業での使用頻度の高い「プリント ･ 図表」、使用頻度の低い
「教科書 ･用語集」、授業では不使用の「参考書 ･インターネット」の 3個のカテゴリ変数に再編した。
14） 他の組合せのうち有意確率が 5％を超えるのは 2事例のみであり、教材と観点変数 ･態度変数の関係
を認めうる。
― 70 ―
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